
七葉地区に開園した
「ななは保育園」で、4月
５日入園式が行われま
した。きりん組（５歳
児）の皆さんが昨秋に
行われたトキめき新潟
国体のテーマソングを
踊ってくれ、会場全体
が盛り上がりました。
新しい園舎での入園式、
よかったですね。
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22年度一般会計当初予算の主な内容

いまだ景気が浮上しない経済状況のなか、効果のあ
る事業実施を望む

平
成
22
年
２
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平
成

22
年
度
当
初
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
一
般
会
計
予

算
審
査
特
別
委
員
会
や
各
常
任
委
員
会
で
慎
重
審

査
の
う
え
、
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
３
９
０
億
８

０
０
０
万
円
、
特
別
会
計
２
４
４
億
８
１
２
４
万

円
、
企
業
会
計
（
水
道
事
業
会
計
）
３
４
億
８
２

４
５
万
円
の
総
額
６
７
０
億
４
３
６
９
万
円
（
前

年
度
比
１
９
億
４
６
８
８
万
円
、
３
・
０
％
増
）

で
新
年
度
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
は
、
自
主
財
源
の
確
保
が
厳
し
く
、

政
権
交
代
に
よ
る
制
度
変
更
な
ど
が
あ
る
中
、
優

先
す
べ
き
施
策
や
事
務
事
業
を
選
択
し
て
計
上
し

た
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

会
派
代
表
質
問
は
、
各
会
派
の
代
表
か
ら
「
重

要
施
策
」
「
行
財
政
問
題
」
な
ど
新
発
田
市
の
将

来
像
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
を
中
心
に
、
市
長

の
政
治
姿
勢
を
問
う
も
の
で
し
た
。

市
長
の
行
政
報
告
に
対
し
て
質
疑
が
相
次
ぎ
、

最
終
日
の
新
年
度
予
算
の
議
案
採
択
で
は
討
論
が

交
わ
さ
れ
、
厳
し
い
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
補
正
予
算
案
も
同
時
に
提
案
さ

れ
、
子
ど
も
手
当
関
連
予
算
を
は
じ
め
、
地
域
活

性
化
の
た
め
の
交
付
金
活
用
事
業
費
や
大
雪
に
よ

る
除
雪
費
の
専
決
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し

た
。 21

年
度
補
正
予
算
関
連

市
政
全
般
・
行
政
報
告
関
連

22
年
度
当
初
予
算
関
連

一般会計予算 総額390億8000万円　前年度より4.7％の増

新発田駅周辺整備事業（継続） …… 5763万円

※駅東西間交流やバリアフリー化を促進するた
めの自由通路と橋上駅舎の概略設計経費

子ども手当支給事業（新規） … 16億1018万円

※国が行う子ども手当を中学校を卒業するまで
の子どもがいる世帯に支給する費用

待機児童解消事業（新規） ………… 1642万円

※待機児童解消のため定員拡大を実施する私立
保育園に対する特別対策委託料の加算経費

学校給食調理場再編整備事業（継続）

…………………………………… 3億1407万円
※紫雲寺共同調理場の改築整備工事費（２か年
事業）等

川東統合小学校建設事業（新規） … 1460万円

※川東地区３小学校統合に伴う新校舎建設の基
本設計費

七葉･佐々木･猿橋中学校大規模改造事業（新規）

………………………………………… 4850万円
※校舎等の耐震補強工事や屋根、外壁等の改修
工事を行うための設計経費

市島邸活用事業（拡充） ……………… 350万円

※早稲田大学初代図書館長である市島春城の誕
生150周年特別企画展などの事業開催費

デジタルテレビ難視聴解消対策事業（新規）

………………………………………… 4764万円
※地デジ放送受信のための共聴組合施設整備補
助等経費

市庁舎建設事業（新規） …………… 2223万円

※市役所新庁舎の平成26年度完成を目指した用
地測量調査ほか委託料等の経費

商工振興制度融資・支援事業（拡充）

…………………………………… 16億2750万円
※中小企業者の経営安定と資金の円滑な調達及
び経営基盤の強化のための信用保証料補給と
資金あっせん経費

（仮称）米倉ふれあい農園事業（新規） … 673万円

※米倉地区に整備した貸付農園や体験農園の運
営経費

大天城公園整備事業（新規） ……… 2150万円

※多目的運動広場を整備するための用地購入費
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22年度会計別予算
前年度比19億4688万円の増
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新
発
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
の
市
有
地
の
売
却
に
つ
い
て
、

事
業
予
定
者
が
辞
退
し
、
市
長
か
ら

次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
た
期
間
内

で
は
、
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
が
不
可

能
と
な
っ
た
と
の
行
政
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

新
発
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
に
あ
る
市
有
地
（
旧
ジ
ャ
ス
コ

跡
地
）
を
活
用
し
て
、
中
心
市
街
地

の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
指
す
事
業
の

提
案
公
募
を
、
平
成
21
年
１
月
に
広

報
し
ば
た
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
。

唯
一
の
応
募
者
で
あ
る
愛
知
県
名

古
屋
市
の
ゴ
ー
ル
ド
ト
ラ
ス
ト
株
式

会
社
の
、
事
業
申
請
書
を
最
終
的
に

平
成
21
年
３
月
25
日
付
け
で
正
式
に

受
理
し
、
４
月
20
日
付
け
で
土
地
建

物
の
売
買
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結

し
た
。

事
業
者
が
「
特
定
目
的
会
社
（
Ｓ

Ｐ
Ｃ
）
」
を
設
立
後
に
不
動
産
売
買

契
約
書
を
締
結
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
平
成
22
年
１
月
18
日
付
け
で
、

同
社
か
ら
辞
退
届
が
提
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い
創
出
事

業
は
当
初
予
定
し
て
い
た
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
の
完
了
が
事
実
上
不

可
能
と
な
っ
た
。

当
初
想
定
し
た
一
般
的
な
法
人
形

態
で
は
な
い
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
契
約
を
進
め

る
中
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題

を
機
に
起
き
た
世
界
金
融
恐
慌
の
余

波
を
受
け
、
資
金
調
達
が
悪
化
し
辞

退
に
至
っ
た
も
の
。
当
市
と
し
て
は
、

協
定
書
内
容
に
基
づ
き
顧
問
弁
護
士

と
も
協
議
し
た
が
、
同
社
に
対
し
て

責
任
を
問
う
こ
と
が
難
し
く
、
損
害

賠
償
の
請
求
は
行
え
な
い
と
判
断
し

た
。
契
約
準
備
上
の
経
費
も
同
様
。

一
連
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
市
の
担

当
幹
部
等
に
厳
重
に
注
意
し
た
。

し
か
し
、
本
事
業
は
、
に
ぎ
わ
い

創
出
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
り
、
22
年
度
に
再
度
事
業
者
の

公
募
を
行
い
た
い
。

Ｑ
　
応
募
段
階
で
金
融
破
た
ん
が
あ

り
、
そ
の
中
で
の
購
入
で
あ
る
と

思
う
が
契
約
不
履
行
と
な
ら
な
い

の
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
公
募
内

容
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
。

Ａ
　
一
般
的
な
形
で
の
公
募
を
行
っ

た
も
の
で
、
期
間
等
の
仕
様
も
国

土
交
通
省
の
指
針
か
ら
定
め
た
。

今
回
の
よ
う
な
特
定
目
的
会
社
の

応
募
は
正
直
初
め
て
で
あ
っ
た

が
、
応
募
書
類
等
の
精
査
段
階
で

は
何
も
問
題
は
な
か
っ
た
。

Ｑ
　
に
ぎ
わ
い
創
出
と
言
い
な
が
ら

一
年
間
も
土
地
を
放
置
し
た
責
任

は
重
大
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
い
ろ
い
ろ
な
問
題
は
あ
っ
た

が
、
法
令
上
、
選
定
、
審
査
等
で

の
瑕
疵
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

こ
れ
を
反
面
教
師
と
す
る
よ
う

厳
重
注
意
を
行
っ
た
。

Ｑ
　
事
業
決
定
し
て
か
ら
資
金
を
集

め
て
事
を
な
そ
う
と
す
る
会
社

に
、
任
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体

に
問
題
が
あ
る
の
で
は
。
選
挙
管

理
委
員
会
も
移
動
す
る
な
ど
損
害

は
あ
っ
た
と
思
う
が
。

Ａ
　
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
顧
問

弁
護
士
と
何
回
も
相
談
し
な
が
ら

検
討
し
た
。
損
害
賠
償
は
問
え
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
世
界

的
金
融
破
た
ん
の
影
響
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

Ｑ
　
実
際
の
と
こ
ろ
、
具
体
的
な
損

害
は
本
当
に
な
か
っ
た
の
か
。
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
平
成
20
年
秋

に
あ
っ
た
は
ず
。
事
業
着
手
さ
れ

ず
放
置
さ
れ
て
い
れ
ば
お
か
し
い

と
思
う
の
が
当
た
り
前
で
は
。

Ａ
　
測
量
、
設
計
や
整
地
な
ど
も
一

切
し
て
い
な
い
の
で
、
具
体
的
な

損
害
は
な
い
。
８
回
の
協
議
の
中

で
世
界
同
時
金
融
危
機
が
押
し
寄

せ
、
難
し
い
状
況
に
あ
る
よ
う
な

話
は
確
か
に
聞
い
て
い
た
。

Ｑ
　
当
初
公
募
の
段
階
で
市
内
の
希

望
者
か
ら
、
期
間
が
短
す
ぎ
応
募

に
至
ら
な
か
っ
た
と
の
話
も
聞
い

た
。
期
間
が
短
け
れ
ば
銀
行
の
融

資
も
判
断
で
き
な
い
の
で
は
。

３
億
円
で
買
っ
た
土
地
を
約
半

値
で
不
動
産
鑑
定
し
て
も
ら
っ
た

と
聞
い
た
が
、
鑑
定
料
等
は
損
害

賠
償
の
対
象
に
な
ら
な
い
の
か
。

Ａ
　
公
募
期
間
が
短
い
こ
と
に
関
し

て
は
、
国
土
交
通
省
の
簡
易
公
募

型
の
事
業
に
該
当
し
、
国
の
基
準

に
合
わ
せ
た
も
の
。

公
募
に
当
た
っ
て
は
、
不
動
産

鑑
定
に
よ
る
適
正
な
価
格
を
示
す

も
の
と
考
え
る
。

Ｑ
　
今
回
の
土
地
売
買
の
件
が
性
急

過
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
。
市
長
の

政
治
的
責
任
は
な
い
の
か
。

Ａ
　
政
治
的
な
責
任
と
し
て
、
担
当

す
る
副
市
長
に
は
、
文
書
で
厳
重

に
注
意
し
た
。
直
接
携
わ
っ
た
産

業
振
興
部
長
に
も
注
意
し
た
。

Ｑ
　
民
間
の
不
動
産
屋
で
あ
れ
ば
、

契
約
破
棄
に
備
え
て
内
金
を
乗
せ

る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
は
考
え

な
か
っ
た
の
か
。
Ｓ
Ｐ
Ｃ
方
式
は
、

事
前
に
協
議
が
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
　
土
地
売
買
契
約
で
は
な
く
、
進

出
協
定
を
結
ん
だ
も
の
で
損
害

云
々

う
ん
ぬ
ん

の
規
定
は
な
か
っ
た
。
提
案

書
の
中
で
も
Ｓ
Ｐ
Ｃ
を
立
ち
上
げ

な
が
ら
事
業
を
行
う
と
あ
っ
た
。

Ｑ
　
市
長
が
民
間
経
営
を
し
て
き
た

割
に
は
、
非
常
に
手
ぬ
る
い
の
で

は
。22

年
度
再
公
募
の
際
に
は
、
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ
　
金
融
市
場
が
多
様
化
、
多
角
化

す
る
状
況
下
、
勉
強
不
足
で
あ
っ

た
と
反
省
し
て
い
る
。

今
回
を
反
面
教
師
に
、
再
公
募

は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
精
査
を
し
て
い
き

た
い
。

市
長
か
ら
の
行
政
報
告

新
発
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の

市
有
地
売
却
の
そ
の
後

こ
れ
ま
で
の
一
連
の
経
緯

再
度
事
業
者
を
公
募

主
な
質
疑

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

想
定
外
の
事
態

旧ジャスコ跡 

新発田駅東口広場 

地下道東側入口 

聖籠町役場 

整備中の農地 

新発田地域広域消防本部 

新発田駅前 

片山市長 

予定地 

旧ジャスコ跡 

旧ジャスコ跡 

新発田駅東口広場 

地下道東側入口 

聖籠町役場 

整備中の農地 

新発田地域広域消防本部 

新発田駅前 

片山市長 

予定地 

片山市長 
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21年度一般会計補正予算

【２月定例会】16億1800万円を追加し、総額432億5210万円に

〈主な補正内容〉

除雪費（専決処分）……………… 4億5000万円

※12月から２月の寒波による降雪に係る除雪費

職員給与費の退職手当 ………… 4億7852万円

※定年前退職に伴う退職手当
（退職総数50人、当初予算8億928万円の追加分）

財政調整基金費 ………………… 7億7244万円

※年度間の財政不均衡をならすための基金積立

庁舎建設基金費 …………………… 1億686万円

※市庁舎を新たに建設するための積立金
（21年度末積立残高見込18億9613万円）

中心市街地活性化基金費 …………… 3000万円

※解散した（財）蕗谷虹児記念事業団からの寄
付金を中心市街地活性化のために積み立てる
基金積立

地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業

…………………………………… 3億9615万円
※「公会堂等建設支援事業」「観光施設整備事業」
など13の事業費

※
市
長
の
「
行
政
報
告
」
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
「
行
政
報
告
」
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そのほかの行政報告
12月定例会で中条ゴルフ倶楽部の特別清算の報告をしたが、1月30日に事業譲渡の説明会があり、

「新潟フォレストカントリー倶楽部」を譲渡先とするとのことであった。中条ゴルフ倶楽部には、旧

紫雲寺町時代に480万円を出資しているが、特別清算により出資金の返金はないとのこと。

また、同施設内には、藤塚浜財産区が区有林約1万7000㎡を貸し付けているが、現状の単価で引

き続き賃貸借契約を締結する予定であるとの説明があった。

平成18年6月に消防組織法が改正され、今後の消防のあるべき

姿を踏まえ、新潟県でも７圏域の消防広域化案が提示され、各地

域で検討してきた。

村上・岩船地域との消防広域化は、国県が示すほどの効果が薄

く、大きなメリットが見出せないとの報告があり、現時点では、

さらなる広域化をしないこととした。

新発田地区救急診療所及び休日歯科診療所は、平日夜間、休日等の救急診療を行うため、（財）下

越総合健康開発センターに併設され業務を行ってきた。

しかし、施設設備面の老朽化や新型インフルエンザなどの感

染性疾患にじゅうぶん対応できないといった課題を抱えていた。

このような状況を踏まえ、新たに移転改築し機能の充実強化

を図ることで構成市町の意見がまとまり準備を進めている状況

である。

移転場所は、県立病院前の日本貨物鉄道㈱所有地を買収し、

平成23年4月の開設を目途とする。市町の新たな財政負担はない。

中条ゴルフ倶楽部の事業譲渡

消防広域化の検討結果

新発田地区救急診療所の移転

旧ジャスコ跡 

新発田駅東口広場 

地下道東側入口 

聖籠町役場 

整備中の農地 

新発田地域広域消防本部 

新発田駅前 

片山市長 

予定地 予定地 

旧ジャスコ跡 

新発田駅東口広場 

地下道東側入口 

聖籠町役場 

整備中の農地 

新発田地域広域消防本部 

新発田駅前 

片山市長 

予定地 

新発田地域広域消防本部 
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皆様のご意見
を募集します

新
発
田
市
議
会
で
は
、
平
成
21
年
３

月
に
市
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
新
し
い
市
庁
舎
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
現
在
、
調
査
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

同
特
別
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
数

回
に
わ
た
る
行
政
視
察
を
実
施
す
る
な

ど
、
鋭
意
調
査
検
討
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

今
後
、
市
民
の
望
む
庁
舎
の
あ
り
方

を
当
特
別
委
員
会
の
意
見
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

●
募
集
す
る
意
見

①
当
特
別
委
員
会
で
は
、
新
庁
舎
の

建
設
位
置
と
し
て
現
庁
舎
周
辺
が

望
ま
し
い
と
の
方
向
で
検
討
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
が
望
む
具
体
的

な
建
設
位
置
に
つ
い
て

②
新
庁
舎
に
望
む
機
能
に
つ
い
て

③
そ
の
他
、
新
庁
舎
に
望
む
こ
と

●
募
集
期
間
／
５
月
31
日
（
月
）
ま
で

●
提
出
方
法
／
ご
意
見
と
ご
氏
名
及
び

「
市
議
会
あ
て
」
を
お
書
き
の
う
え

（
様
式
は
自
由
）、
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
投

函
箱
に
投
函
も
で
き
ま
す
。
投
函
箱

は
、
本
庁
１
階
、
各
支
所
１
階
、
い

き
い
き
館
、
ま
ち
の
駅
、
中
央
公
民

館
、
各
地
区
公
民
館
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
定
型
様
式
に
記
入
に
な
り

た
い
場
合
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提出・問い合わせ先

議会事務局

〒957－8686 住所記載不要

�22－3101

FAX 26‐2985

Eメール　gikaijimu@city.shibata.lg.jp

新市庁舎の位置や機能は
どうあるべきか

新市庁舎の位置や機能は
どうあるべきか
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政和会 本間　道治

駅の具体的な利用について、現在と橋上化し
た後での比較をしたことがあるのか。
その結果をどう考えているのか。

答え 計画段階では、複数の手法ごとに移動距離・時

間の変化を検討している。西側から０・１番線で乗車

する際は移動距離が長くなるが、２・３番線で乗車す

る際は上り下りの変化は少ない。東側からの電車利用

は、現状より大きく利便性が向上する結果となってい

る。

また、移動距離が長くなる西側から０・１番線の利

用者割合は23％であるが、上下移動についてはエレベ

ータ等の利用ができるため、大きな負担はない。西側

からの２・３番線利用者、東側からの利用者にとって、

エレベータ等の効果も含めて利便性は大きく向上する

ものと考えられる。

地元業者育成について、入札価格や販売価格
の過当競争は。また、業種の専門業者への入札
はできないか伺う。

答え 当市が発注する工事や物品購入等は、一般競争

入札が基本。この方法は、市場原理の中で、自由な競

争を促し、公平性や透明性を確保するための入札方法

であり、適正な競争入札が行われている。工事や物品

の品質はじゅうぶん確保されており、今後も継続して

いく。

また、物品等の入札は、参加資格者名簿に登録があ

る営業種目により行われている。この種目は、大、中、

小分類と細分化されており、専門性が反映されたもの

になっている。

今後も競争性や公平性を確保し、事業の効率性や経

済的合理性も考慮しつつ、専門業者の受注機会に配慮

し、適正に行っていく。

問い

問い

会
派
代
表
質
問
は
、
３
名
以
上
の
議
員
で
構
成

す
る
会
派
の
代
表
が
行
う
質
問
で
、
各
会
派
の
質

問
項
目
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
そ
の
う
ち
の
数

項
目
を
掲
載
し
ま
す
。

※
　
抽
選
に
よ
り
決
定
し
た
質
問
順
に
掲
載

※
　
会
派
別
の
議
員
名
簿
は
、
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載

１　政　和　会 本間　道治　
①市長の政治姿勢について

②平成22年度政策大綱について

③重要政策課題事業について

④地元中小企業の活性化について

⑤農業施策と基盤整備について

２　民主クラブ 宮野　昭平　
①新発田市まちづくり総合計画の完結について

３　日本共産党 佐藤　真澄
①市民の命を守る施策を

②子育て支援策について

③地域経済の活性化と雇用対策について

④市民が安心して住める環境を市としてどう保障す

るのか（上中山問題）

⑤歴史的遺産の保存について

⑥新発田駅「橋上化」について

４　清　友　会 渋木　武衛
①政治姿勢について

②財政と予算案について

③農業問題について

④新発田市の都市像について

⑤組織機構の見直しについて

５　新　政　会 中村　　功
①市政運営について

②人材育成について

重要政策課題事業について
（新発田駅橋上化等駅周辺整備事業について）

地元中小企業の活性化について

旧ジャスコ跡 

新発田駅東口広場 

地下道東側入口 

聖籠町役場 

整備中の農地 

新発田地域広域消防本部 

新発田駅前 

片山市長 

予定地 

新発田駅東口広場 
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民主クラブ 宮野　昭平

片山市長の集大成である後期計画における
「まちづくり」の構想について、駅周辺整備事
業や橋上化事業が、市全体のまちづくりにどう
具体的につながるのか。

答え 基本計画に沿って検討した具体的な事業として

の新発田駅周辺整備事業の目的は、東西間の移動経路

と駅舎を含めた駅構内のバリアフリー化。その手段と

して自由通路の整備と橋上化を行う。駅の利用促進を

図り、交通結節点として駅の機能を高めていく。にぎ

わいの誘導策として、東口周辺の土地利用について検

討、西口については歴史のみちや中心市街地への誘導

を促進し、まちなかの活性化を目指す。

駅周辺整備や庁舎建設だけではまちが活性化すると

は考えていない。まちの力は資源力掛ける市民力掛け

る行政力。活性化のためには、市民の力、市内外の民

間の力が必要である。

学校統廃合の対象地域は、高齢化、過疎化の
進行が著しく、また、農協の統廃合も進んでい
る。廃校は大問題である。市として、地域協働
推進部を設置するとのことだが、今まで以上に
地域活性化策を図る必要がある。その考えと、
地区担当制、廃校を市の支所に利用することに
ついて伺う。

答え 学校は地域にとって大切なよりどころであるこ

とから、統合は大きな問題であるとじゅうぶん認識し

ている。地域の活性化は行政だけで果たせるものでは

ない。

地域協働推進部を設置し、まちづくり基本条例理念

を具体化するため、地域と行政、市民と職員がそれぞ

れの地域課題の解決や地域活性化のために活動を推進

していく。まずは、行政側が連携して地域に入れるよ

う基礎を固めなければならない。現在設置している支

所は、地域課題を地域協働で解決していく拠点として

の機能を強化するため、地域協働推進部に位置づける。

廃校を活用した支所の設置は考えていない。地区担当

制については「協働」の体制づくりの中で検討していく。

問い

問い

新発田市まちづくり総合計画の
完結について

日本共産党 佐藤　真澄

昨年11月６日、上中山住民代表がナカショク上
中山肥育農場に立ち入りした際、臭気対策として
５千頭を飼育していた。肥育期間は、菌床を取り
替えず、菌床はあんこを煮詰めたようなドロドロ
で、息が出来ない状態だったそうである。一向に
改善しない悪臭問題を市長はどう解決する考えか。

答え 市民の生活環境を重視していくという姿勢には

変わりはない。改善勧告や改善命令の発令も視野に入

れながら、臭気指数超過時に求める報告の中で、これ

まで以上に厳正な対応を求めていく。

具体的には、改善計画書に記載している飼育頭数の

減頭の方向性について、これからも継続して求めてい

く。減頭を、期間限定ではなく年間を通じて行うこと

が悪臭改善への第一歩になると考えており、事業者と

しての責任ある対応を求めていく。

今後とも、市として臭気発生への監視は緩めること

なく厳正に対処していくとともに、事業者には、企業

としての社会的責任を果たし、悪臭の発生防止に向け

努力するよう求めていく。

バリアフリーとはいうものの総事業費38億円の自
由通路と駅舎建設。ＪＲの負担はわずか2％の8,000
万円。市税と国の交付金で民間のＪＲに駅舎を新築
してやるだけのものと思うのは自分だけではない。
もっと、お金のかからない方法を考えるべきでは。

答え 整備手法については、公募による市民の方々が

参画する新発田駅周辺整備検討委員会の場で、利便性の

向上、移動時間の短縮、防犯面の改善、事業費や維持管

理費を加味してメリット・デメリットを３つのパターン

で比較し検討した。

だれもが東西間を安心して安全に移動でき、東西地域

の分断を解消するには、自由通路を整備し、駅舎を橋上

化することが最も望ましいと判断。市の負担については、

地域活力基盤創造交付金や合併特例債を活用し、財政計

画との整合を図りながら「孫子にツケを残さない」とい

う基本的な考えに基づいて事業を進めていく。

問い

問い

市民が安心して住める環境を市として
どう保障するのか（上中山問題）

新発田駅「橋上化」について

旧ジャスコ跡 

新発田駅東口広場 

地下道東側入口 

聖籠町役場 

整備中の農地 

新発田地域広域消防本部 

新発田駅前 

片山市長 

予定地 

地下道東側入口 

旧ジャスコ跡 

新発田駅東口広場 

地下道東側入口 

聖籠町役場 

整備中の農地 

新発田地域広域消防本部 

新発田駅前 

片山市長 

予定地 

新発田駅前 
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清友会 渋木　武衛

連立政権の誕生と政治の不安といった混迷す
る情勢の中で、任期最後の年を市長は市政の運
営においてどのような具体的な姿勢をもって臨
まれるのか、改めてその意欲と決意のほどを表
明してもらいたい。

答え 就任以来、常に「市民起点」を基本姿勢とし、

「共創」をまちづくりの理念に掲げ新発田の個性が発揮

できるまちづくりを進めてきた。学校の耐震化や新発

田駅のバリアフリー化を含む橋上化、新庁舎の建設や

県立新発田病院跡地の活用、し尿処理場の整備などは、

21世紀の新発田を形づくる重要な課題。さらに、地域

の個性を活かし一体となったまちづくりを進めていく

ために「地域協働推進部」を設置する。市民の負託に

応え、与えられた任期の中で、土台作り、スタートで

きる基盤をつくることに精一杯の力を注ぎたい。新発

田の未来を広げる努力をしていく。

戸別所得補償制度の政策は、戦後の農業政策
の大転換ともいわれるものではないだろうか。
農業農村整備事業は平成22年度予算が63％の減
額となり、地域格差はあるが不安と困惑を隠せ
ない。基盤整備なくして農業農村の発展はあり
得ない。基盤整備と戸別所得補償制度は車の両
輪である。制度導入により、遊休地、耕作され
ない土地の活用について聞きたい。

答え 今年度まで行われた生産調整では、事実上土地

の有効活用が図られていなかった。しかし、次年度か

ら施行される事業は、水田でのすべての作付けに助成

される制度となっている。どうしてもできない水田が

ある場合は、改善計画を出し概ね３年間は暫定措置と

して調整水田を認めることとしている。

自給率の向上を目的に水田を有効利用することで、

農業所得の向上が図られることから、米戸別所得補償

モデル事業の推進と併せて、水田利活用自給力向上事

業の周知を進める。水田の条件等によって麦や大豆を

生産できない場所では、米粉用米・飼料用米または加

工用米の生産を促すようＪＡ北越後等関係機関、団体

との連携を図りながら遊休地等の解消に努めていく。

問い

問い

政治姿勢について

農業問題について

新政会 中村　 功

①合併特例法の延長案もあるようだが、聖籠町
とはどのように付き合っていくのか。
②老老介護の家族への支援と障がい者家族会へ
の支援継続について聞きたい。
③公共施設の命名権の状況と公共施設内での有
料広告掲示の実施について聞きたい。

答え ①県北地方の中核都市として発展するため、合

併を視野に入れ、連携を進めていく必要がある。「絆を

深めたい、合併したい」といってもらえるような魅力

あるまちづくりを推進することが最も肝要である。

②老老介護の家族へは、交流会への参加呼びかけ、息

抜きや情報交換を目的とした「介護の集い」の開催等、

今後もニーズに応じた支援を行っていく。また、障が

い者家族へは、財政的な援助、日常的な支援の充実を

今後も引き続き行う。

③命名権で施設維持管理費の一部をまかなうことは、

新たな財源確保としては有効な手段。対象となりえる

施設や広告料収入について、市教育委員会、商工会議

所などの意見を踏まえ実施に向けて検討を進める。

①職員研修、教育における言葉遣いや接遇態度、
対応交渉力の向上について聞きたい。
②「地域教育力を活かした創意ある教育活動の
推進」「心豊かな子ども教育」の施策に向け、
教育長の教育にかける決意を聞きたい。

答え ①今年度は全職員を対象に接遇研修を実施し

た。昨年、独自で作成した「たらい回し防止のための

マニュアル」は各職場で活用している。今後も職員の

スキルアップとまごころ対応の向上のための研修の充

実を図る。また、職員の理解力・対応力もさまざまで

あることから、現在進めている人事評価での面談等も

活用し、個々の職員の対応力向上を図っていく。

②教育行政が果たす役割のひとつは、創造性に富んだ

心豊かな青少年の育成を図ること。成長する子どもた

ちの姿を具体的にイメージし、思いやりの心をもって

事業を展開し、職務を遂行していく。展開している施

策は、子どもたちの総合的な資質・能力の向上をねら

ったものである。教育の進むべき方向を探っていく。

問い

問い

市政運営について

人材育成について

旧ジャスコ跡 

新発田駅東口広場 

地下道東側入口 

聖籠町役場 

整備中の農地 

新発田地域広域消防本部 

新発田駅前 

片山市長 

予定地 

整備中の農地 
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「一般質問」は、提出議案にかかわらず、議

員の立場から、市政全般に関して執行機関に対

する疑問を質
ただ

したり、所信の表明を求めたりす

るもので、定例会に限って認められているもの

です。

新発田市では、質問内容を事前に通告するこ

とになっています。このことにより、市長や教

育長などがあらかじめ準備をしておくことで、

質問に対する的確な答弁を期待しています。

市長や教育長などからの答弁の内容に疑義が

ある場合は、質問と答弁を含めた持ち時間の45

分間の中で再質問や再々質問を行います。

一般質問とは

渡辺　喜夫

農業政策の大転換による新発田市農業、
農村への影響について

若年層の雇用情勢の現状と対策について

問
い

米
戸
別
所
得
補
償
と
持
久

力
向
上
事
業
で
米
価
の
下
落
が
心

配
。
「
環
境
保
全
型
農
業
」
や

「
担
い
手
育
成
」
支
援
も
な
く
な

っ
た
。
土
地
改
良
の
「
ほ
場
整
備
」

等
の
予
算
が
前
年
度
の
三
分
の
一

程
度
の
見
込
み
だ
。
工
事
中
の
地

域
で
は
、
大
幅
に
遅
延
し
米
を
作

れ
ず
、
農
家
は
収
入
の
な
い
状
況

が
続
く
。
国
へ
予
算
確
保
へ
の
要

求
活
動
を
。

答
え

国
の
22
年
度
予
算
は
、
公

共
事
業
、
中
で
も
農
業
農
村
整
備

予
算
の
大
幅
な
削
減
が
示
さ
れ
て

い
る
。

市
の
ほ
場
整
備
は
、
17
地
区
が

事
業
継
続
と
な
る
が
、
国
の
予
算

削
減
に
よ
り
、
事
業
展
開
に
大
幅

な
遅
延
が
予
想
さ
れ
る
。
市
の
農

業
発
展
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
危
惧

き

ぐ

し
て
い
る
。

い
ま
だ
に
詳
細
が
示
さ
れ
て
い

な
い
制
度
的
な
変
更
の
情
報
収
集

に
努
め
、
詳
細
が
は
っ
き
り
し
た

段
階
で
適
切
に
対
応
し
、
で
き
る

だ
け
影
響
の
出
な
い
よ
う
に
努
め

る
。

問
い

当
市
の
大
学
生
、
短
大
生
、

高
校
生
の
就
職
内
定
状
況
が
深
刻

で
あ
る
。
働
き
た
い
の
に
求
人
が

な
い
。
就
職
浪
人
の
増
加
も
懸
念

さ
れ
る
。
ニ
ー
ト
や
引
き
こ
も
り

等
の
困
難
を
抱
え
る
若
者
へ
の
支

援
も
希
薄
で
あ
る
こ
と
も
危
惧

き

ぐ

さ

れ
る
。
若
者
の
雇
用
に
対
す
る
公

的
な
支
援
の
あ
り
方
、
雇
用
創
出

と
新
卒
者
支
援
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
そ
の
対
策
は
。

答
え

新
卒
予
定
者
や
求
職
者

は
、
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

市
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
高
等

学
校
校
長
会
と
連
携
し
、
商
工
会

議
所
や
商
工
会
に
雇
用
の
確
保
と

維
持
、
高
校
新
卒
予
定
者
の
積
極

的
な
採
用
と
内
定
取
り
消
し
の
防

止
を
要
請
し
た
。

ま
た
、
新
潟
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
新
発
田
サ
テ
ラ

イ
ト
で
は
、
毎
月
２
回
予
約
制
で

相
談
を
受
け
て
い
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
の
周
知
や
専
門
的

相
談
員
が
不
足
し
て
い
る
な
ど
の

課
題
も
あ
る
が
、
就
職
機
会
の
拡

大
を
図
り
た
い
。

Ｑ
ほ
場
整
備
事
業
の
予
算
確
保
を
国
に
求
め
よ

Ａ
政
権
交
代
し
た
が

影
響
の
な
い
よ
う
に
努
め
た
い

Ｑ
新
卒
予
定
者
等
の
雇
用
確
保
に
向
け
た
対
策
を

Ａ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

高
校
校
長
会
と
連
携
し
て
対
応
す
る

五十公野地区整備中の様子 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 

教育委員長答弁 

猿によるニンジン被害 

市立図書館周辺 

国保紫雲寺診療所 

収納課相談窓口はこちらです 

市庁舎周辺 

駅前通り 

緊急告知FMラジオ 

新発田市建設業協会 

新発田城表門前の安兵衛像 

委員会の様子 

本会議での採決 

五十公野地区整備中の様子 

3月9日　新発田市明るい選挙推進協議会の皆様が傍聴されました
その他の質問：中学校の職場体験学習の現状と課題について
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五十嵐　孝

基盤整備事業の推進について

人事評価制度について

問
い

基
盤
整
備
は
、
生
産
コ
ス

ト
の
縮
減
、
作
業
の
効
率
化
な
ど

を
目
的
に
当
市
で
も
各
地
で
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
昨
年
の
政
権
交
代
に

よ
り
農
業
政
策
が
大
き
く
変
わ

り
、
今
審
議
中
の
国
の
予
算
は
前

年
比
18
・
７
％
と
大
き
く
減
額
さ

れ
、
末
端
に
不
安
と
混
乱
を
招
い

て
い
る
が
、
市
長
は
こ
の
状
況
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。
一
方
、

国
、
県
が
大
幅
減
額
し
て
い
る
の

に
市
は
予
算
を
増
額
し
た
が
、
事

業
は
予
定
ど
お
り
で
き
る
の
か
。

22
年
度
末
の
進
捗
率
は
ど
う
な
る

か
。

答
え

ほ
場
整
備
事
業
の
予
算
削

減
は
、
市
内
17
地
区
だ
け
で
な

く
新
規
要
望
４
地
区
の
採
択
に
も

影
響
が
あ
り
、
農
業
を
基
幹
産
業

と
す
る
当
市
に
は
大
き
な
問
題
と

捉
え
、
予
算
確
保
の
要
望
活
動
を

続
け
る
。

県
と
同
様
に
、
市
の
予
算
も
要

望
に
沿
っ
た
負
担
金
額
を
計
上
し

た
が
、
国
の
予
算
配
分
が
示
さ
れ

た
時
点
で
補
正
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
厳
し
い
予
算
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
現
時
点
で
事
業
進
捗
の
見

込
み
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

問
い

人
事
評
価
制
度
は
21
年
度

か
ら
始
め
ら
れ
た
が
、
ど
ん
な
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
か
。

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

答
え

当
市
の
人
事
評
価
制
度

は
、
人
材
育
成
と
組
織
の
活
性
化

を
目
的
と
し
た
総
合
的
な
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
21
年
度
は
管
理
職
員

に
本
格
導
入
し
、
一
般
職
員
に
は

試
行
導
入
を
行
っ
た
。

業
績
評
価
、
能
力
発
揮
評
価
、

自
己
申
告
制
度
の
３
本
立
て
の
制

度
で
、
職
員
個
々
の
目
標
管
理
と

進
捗
管
理
に
よ
る
計
画
的
な
業
務

遂
行
、
職
員
全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、
職
員
自
ら
の
意
識
改
革
や
能

力
開
発
に
活
用
さ
れ
た
。

制
度
の
改
善
を
図
り
、
22
年
度

は
一
般
職
員
に
本
格
導
入
、
そ
の

他
の
職
員
に
試
行
、
23
年
度
で
全

正
規
職
員
に
本
格
導
入
し
た
い
。

Ｑ
農
業
基
盤
整
備
事
業
は
予
定
ど
お
り
に
進
む
の
か

Ａ
要
望
額
を
予
算
計
上
し
た
が見

通
し
は
厳
し
い

Ｑ
新
た
に
始
め
た
人
事
評
価
で
は
成
果
が
あ
っ
た
の
か

Ａ
ま
だ
改
善
中
だ
が

意
識
改
革
と
能
力
開
発
に
活
用
さ
れ
た

渋谷　正訓

2010年度政府予算地方財政計画が
新発田市財政に与える影響と
その対応について

問
い

①
新
政
権
へ
、
権
限
移
譲

と
税
源
移
譲
を
求
め
、
税
配
分
の

是
正
、
歳
出
比
率
の
４
対
６
の
実

態
に
合
わ
せ
た
是
正
と
、
地
方
交

付
税
趣
旨
を
踏
ま
え
た
法
定
率
の

引
き
上
げ
等
を
国
に
求
め
る
べ

き
。
ま
た
、
土
地
改
良
事
業
費
予

算
の
復
元
も
大
幅
に
す
べ
き
。

②
「
地
域
協
働
推
進
部
」
が
設
置

さ
れ
た
。
少
子
高
齢
化
地
域
の
活

性
化
対
策
の
推
進
に
努
力
を
求
め

る
。

③
月
岡
い
や
し
の
里
構
想
の
用
地

活
用
計
画
、
拠
点
施
設
活
用
計
画

を
聞
く
。

④
昨
年
、
介
護
報
酬
が
３
％
引
き

上
げ
ら
れ
た
。
介
護
職
場
に
働
く

労
働
者
の
賃
金
改
善
の
実
態
と
指

導
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
え

①
地
方
自
治
、
地
方
主
権

の
確
立
が
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、

国
と
地
方
の
役
割
分
担
を
明
確
に

し
、
地
方
が
担
う
事
務
と
責
任
に

見
合
っ
た
税
財
源
配
分
が
基
本
で

あ
る
。

地
方
交
付
税
の
本
来
の
財
源
調

整
等
の
機
能
を
回
復
、
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
。

ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
も
、

少
し
で
も
多
く
の
予
算
確
保
に
向

け
要
望
し
て
い
く
。

②
地
域
協
働
推
進
部
は
、
「
市
民

参
画
と
協
働
に
よ
る
新
発
田
市
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
具
現
化

に
向
け
、
地
域
と
行
政
、
市
民
と

職
員
が
と
も
に
地
域
課
題
解
決
や

地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
を
推

進
す
る
。

各
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
、

市
民
力
の
結
集
と
、
市
職
員
が
現

場
を
熟
知
し
市
民
の
声
を
聴
く
な

ど
地
域
と
関
わ
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

③
「
目
指
せ

月
岡
温
泉
魅
力
度

ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
村
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
題
す
る
事
業
の
中
で
、

「（
仮
称
）
い
や
し
の
里
」
用
地
活

用
計
画
を
３
月
中
に
策
定
す
る
。

仮
設
店
舗
の
実
証
実
験
結
果
な
ど

を
考
慮
し
て
、
用
地
の
利
活
用
を

し
た
い
。

④
介
護
従
事
者
の

人
材
確
保
と
処
遇

改
善
、
医
療
と
介

護
の
連
携
や
認
知

症
ケ
ア
の
充
実
等

の
視
点
で
見
直
さ

れ
た
も
の
。
各
事

業
所
の
実
態
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も

あ
り
権
能
の
な
い

市
で
調
査
は
難
し
い
が
、
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
は
一
定
の
改
善
が

図
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ
新
た
な
「
地
域
協
働
推
進
部
」
は

地
域
活
性
化
の
推
進
の
た
め
に
努
力
せ
よ

Ａ
市
民
と
職
員
が
と
も
に地

域
課
題
に
取
り
組
む

五十公野地区整備中の様子 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 

教育委員長答弁 

猿によるニンジン被害 

市立図書館周辺 

国保紫雲寺診療所 

収納課相談窓口はこちらです 

市庁舎周辺 

駅前通り 

緊急告知FMラジオ 

新発田市建設業協会 

新発田城表門前の安兵衛像 

委員会の様子 

本会議での採決 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 
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渡部　良一

「新発田市立小・中学校の望ましい
教育環境に関する基本方針」について

教育委員会のあり方について

問
い

教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

「
基
本
方
針
」
策
定
の
契
機
と
な

っ
た
こ
と
は
何
か
。
ま
た
、
い
ち

早
く
「
学
校
の
小
規
模
化
」
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

「
小
規
模
校
で
は
教
育
面
や
人
間

関
係
で
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
て
い

る
」
と
し
て
い
る
が
、
問
題
や
課

題
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

そ
こ
で
「
学
級
人
数
は
一
学
年
２

学
級
以
上
、
学
級
人
数
は
一
学
級

20
人
以
上
」
が
望
ま
し
い
と
し

て
い
る
が
、
そ
の
教
育
的
根
拠
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

今
後
、
学
区
編
成
（
学
校
の
統
廃

合
）
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答
え

「
市
立
小
中
学
校
の
望
ま

し
い
教
育
環
境
に
関
す
る
基
本
方

針
」
策
定
の
直
接
的
な
原
因
は
、

少
子
化
に
よ
る
学
校
の
小
規
模
化

で
あ
る
。
学
校
は
集
団
生
活
の
場

で
あ
り
、
学
校
規
模
が
教
育
環
境

に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
と
考
え

た
た
め
、
早
く
に
取
り
上
げ
た
。

喫
緊
の
問
題
や
課
題
は
な
い
。
知

育
・
徳
育
・
体
育
の
３
つ
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
育
成
す
る
よ
う
取
り
組

む
。学

級
編
成
は
、
「
ク
ラ
ス
替
え

が
可
能
」
「
適
度
な
競
争
力
で
、

切
磋
琢
磨

せ

っ

さ

た

く

ま

す
る
向
上
心
が
生
ま
れ

る
」
「
多
様
な
活
動
が
、
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
磨
く
」

な
ど
が
理
由
。
学
区
編
成
は
、
望

ま
し
い
教
育
環
境
と
地
域
の
将
来

を
見
据
え
た
う
え
で
地
域
の
合
意

形
成
を
図
り
た
い
。

将
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
必
要
な
対
策
と
考
え
る
。

問
い

最
近
、
教
育
委
員
会
無
用

論
な
ど
存
在
理
由
を
問
う
声
も
あ

る
が
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
え

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る

が
、
教
育
委
員
会
制
度
の
趣
旨
で

あ
る
政
治
的
中
立
性
、
継
続
性
、

安
定
性
を
確
保
し
、
教
育
委
員
会

の
独
立
性
を
維
持
し
、
市
と
密
接

な
連
携
を
図
り
教
育
改
革
と
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
課
題
も

あ
る
が
、
決
し
て
形
骸
化
は
し
て

い
な
い
。

Ｑ
「
望
ま
し
い
教
育
環
境
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を

策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
契
機
は

Ａ
少
子
化
に
よ
る
学
校
の

小
規
模
化
へ
の
対
応
で
あ
る

Ｑ
教
育
委
員
会
無
用
論
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

Ａ
課
題
も
あ
る
が
決
し
て形

骸
化
は
し
て
い
な
い

宮村　幸男

猿害対策について

豪雪対策について

問
い

以
前
か
ら
求
め
て
き
た
猿

害
対
策
の
臨
時
職
員
は
何
人
雇
用

し
た
の
か
。
動
向
調
査
を
12
か
月

連
続
行
い
、
出
没
連
絡
体
制
を
機

能
強
化
す
る
べ
き
だ
。
モ
ン
キ
ー

ド
ッ
ク
強
化
や
緩
衝
帯
の
草
刈
等

を
集
落
と
一
緒
に
実
施
す
る
べ
き

だ
。
近
年
、
猟
友
会
員
の
減
少
が

言
わ
れ
て
い
る
が
、
免
許
取
得
に

助
成
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
松
岡
集
落
が
猿
害
ソ
ー

ラ
ー
防
護
柵
で
耕
作
放
棄
地
を
集

落
の
力
で
解
決
し
た
。
市
の
モ
デ

ル
地
区
に
し
て
助
成
し
て
は
ど
う

か
。

答
え

動
向
調
査
の
た
め
に
４
人

の
臨
時
職
員
を
雇
用
し
た
。
調
査

は
６
〜
11
月
と
３
月
に
実
施
し
て

い
る
。
冬
は
農
作
物
の
被
害
が
な

く
、
雪
深
い
山
中
は
危
険
な
た
め

実
施
し
て
い
な
い
。

個
人
の
飼
い
主
か
ら
犬
の
提
供

が
あ
れ
ば
、
現
在
５
頭
の
モ
ン
キ

ー
ド
ッ
グ
を
増
や
せ
る
。

川
東
地
区
の
よ
う
な
地
域
一
体

の
取
り
組
み
が
、
全
市
に
拡
大
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

狩
猟
は
、
個
人
の
資
格
で
あ
り

助
成
や
職
員
の
免
許
取
得
は
考
え

て
い
な
い
。
松
岡
集
落
の
猿
害
防

止
電
気
柵
は
、
地
元
土
地
改
良
区

が
実
施
主
体
で
、
効
果
の
検
証
に

モ
デ
ル
的
に
取
り
組
む
も
の
で
、

助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
い

今
冬
の
積
雪
量
は
近
年
に

な
く
多
く
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の

苦
情
を
聞
い
た
。
県
内
ほ
と
ん
ど

で
実
施
し
て
い
る
「
要
援
護
世
帯

除
雪
費
補
助
事
業
」
で
、
冬
期
の

家
屋
倒
壊
の
心
配
を
な
く
し
、
病

気
等
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住

み
や
す
い
新
発
田
市
に
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
え

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
雪

下
ろ
し
等
も
検
討
し
た
経
緯
が
あ

る
が
、
種
々
の
課
題
か
ら
難
し
い

と
判
断
し
た
。
し
か
し
、
他
市
町

村
で
独
自
で
事
業
実
施
し
て
い
る

例
も
あ
り
、
要
援
護
者
の
除
雪
支

援
を
、
対
象
の
範
囲
や
財
政
検
証

を
行
い
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
猿
害
を
減
ら
す
た
め
に
ど
う
対
策
を
と
る
の
か

Ａ
地
域
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
期
待
し
て
い
る

Ｑ
高
齢
者
や
母
子
家
庭
の
屋
根
雪
下
ろ
し
の
対
策
を

Ａ
課
題
を
検
証
し

要
援
護
者
の
除
雪
支
援
を
検
討
す
る

五十公野地区整備中の様子 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 

教育委員長答弁 

猿によるニンジン被害 

市立図書館周辺 

国保紫雲寺診療所 

収納課相談窓口はこちらです 

市庁舎周辺 

駅前通り 

緊急告知FMラジオ 

新発田市建設業協会 

新発田城表門前の安兵衛像 

委員会の様子 

本会議での採決 

教育委員長答弁 

五十公野地区整備中の様子 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 

教育委員長答弁 

猿によるニンジン被害 

市立図書館周辺 

国保紫雲寺診療所 

収納課相談窓口はこちらです 

市庁舎周辺 

駅前通り 

緊急告知FMラジオ 

新発田市建設業協会 

新発田城表門前の安兵衛像 

委員会の様子 

本会議での採決 

猿によるニンジン被害 

その他の質問：自然を生かした温泉地づくりについて



〔15〕

森田　国昭

市庁舎建設計画について

新発田市青少年問題協議会から

問
い

市
議
会
の
市
庁
舎
建
設
調

査
特
別
委
員
会
で
県
内
外
の
庁
舎

を
視
察
し
た
。

市
長
の
薦
め
る
図
書
館
裏
は
狭

く
、
市
民
文
化
会
館
、
図
書
館
の

駐
車
場
と
し
て
大
切
。
広
く
工
事

の
や
り
や
す
い
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
が
良
い
の
で
は
な
い

か
。犬

山
市
は
、
鉄
骨
構
造
で
31
億

円
余
の
新
庁
舎
を
完
成
さ
せ
た
。

市
民
も
活
用
で
き
る
安
全
で
立
派

な
、
市
民
の
創
意
を
結
集
し
た
庁

舎
建
設
を
望
む
が
い
か
が
か
。

答
え

現
庁
舎
周
辺
は
、
利
便
性

や
図
書
館
等
と
の
一
体
的
活
用
、

他
官
公
署
と
の
関
係
な
ど
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
あ
る

中
央
公
園
は
、
都
市
計
画
に
よ
り

公
園
用
途
以
外
に
利
用
で
き
ず
、

計
画
変
更
の
場
合
も
同
面
積
の
隣

接
用
地
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

市
民
協
働
の
拠
点
施
設
の
必
要

性
も
認
識
し
、
市
民
活
動
と
新
庁

舎
の
あ
り
方
は
、
基
本
構
想
・
計

画
の
策
定
段
階
で
包
括
的
に
検
討

し
た
い
。

問
い

市
青
少
年
問
題
協
議
会
は

性
格
上
、
防
犯
や
不
良
化
防
止
、

い
じ
め
論
等
で
終
始
し
た
が
、
学

校
週
５
日
制
の
趣
旨
か
ら
休
み
の

１
５
０
日
間
、
余
暇
活
動
を
重
視

し
て
、
他
市
で
や
っ
て
い
る
中
高

生
の
活
動
の
場
や
指
導
者
と
接
す

る
機
会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。
彼

ら
を
主
体
と
す
る
考
え
方
に
立
脚

す
る
よ
う
望
む
。

答
え

Ｉ
Ｔ
化
社
会
の
進
展
に
よ

り
、
中
高
生
は
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
や
社
会
体
験
な
ど
、
活
動
範
囲

が
狭
ま
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。

少
年
団
体
で
は
、
中
高
生
が
キ

ャ
ン
プ
等
の
野
外
活
動
や
ス
ポ
ー

ツ
教
室
、
奉
仕
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

市
も
、
中
高
生
に
と
っ
て
活
動

が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
団

体
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
紹
介
、
研

修
会
等
の
指
導
者
に
対
す
る
育
成

事
業
を
展
開
し
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
新
庁
舎
建
設
を
な
ぜ
現
庁
舎
周
辺
と
す
る
の
か

Ａ
市
民
の
利
便
性
と

周
辺
施
設
と
の
一
体
性
で
有
益

Ｑ
中
高
生
の
余
暇
活
動
に
主
体
性
を
持
た
せ
る
工
夫
を

Ａ
活
動
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
な
ど
を
展
開
し
て
い
る

高橋　幸子

新年度予算について

がん予防･早期発見の推進について

問
い

新
年
度
予
算
に
つ
い
て
伺

う
。
①
子
ど
も
手
当
の
対
象
人
数

と
市
財
政
へ
の
影
響
。
②
公
共
事

業
削
減
が
常
態
化
の
中
、
市
の
成

長
戦
略
と
、
更
な
る
行
政
改
革
の

取
り
組
み
は
。
③
今
年
は
「
国
民

読
書
年
」
。
子
ど
も
た
ち
の
自
主

的
な
読
書
環
境
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

答
え

①
子
ど
も
手
当
対
象
数

は
、
約
１
万
２
４
０
０
人
で
、
児

童
手
当
よ
り
３
４
０
０
人
の
増
。

国
が
財
政
措
置
す
る
た
め
、
地
方

負
担
額
の
実
質
的
増
額
は
な
い
。

②
当
市
の
活
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
に
は
、
「
食
の
循
環
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
が
最
善
の
戦
略
。

行
政
改
革
は
、
職
員
削
減
や
事
務

事
業
評
価
等
に
よ
る
大
綱
の
改
定

や
新
推
進
計
画
を
策
定
し
取
り
組

む
。
③
小
中
学
校
で
全
校
一
斉
の

朝
読
書
等
を
展
開
す
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
読
み
聞
か
せ
等
を

開
催
し
て
い
る
。

問
い

①
が
ん
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
向
け
た
が
ん
検
診
の
目

標
設
置
と
受
診
促
進
強
化
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
②
「
女
性
特

有
の
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配

布
」
で
、
新
年
度
も
予
算
計
上
し

継
続
す
る
こ
と
は
評
価
す
る
。
こ

れ
ま
で
の
実
施
状
況
、
受
診
率
は

ど
う
か
。
③
子
宮
頸
が
ん
は
予
防

で
き
る
唯
一
の
が
ん
で
あ
る
。
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

認
識
と
公
費
助
成
が
で
き
な
い

か
。

答
え

①
国
や
県
の
目
標
値
に
基

づ
き
、
が
ん
検
診
受
診
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
目
標
値
に
届
か

な
い
状
況
で
あ
る
。
向
上
策
と
し

て
、
意
向
調
査
、
受
診
案
内
、
広

報
活
動
、
複
合
健
診
、
土
日
健
診

な
ど
の
体
制
を
整
え
て
い
る
。
②

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
20
〜
40
歳

を
、
乳
が
ん
検
診
は
40
〜
60
歳
を

５
歳
間
隔
で
対
象
と
し
た
。
受
診

率
は
そ
れ
ぞ
れ
29
・
９
％
、
38
・

７
％
。
③
受
診
率
が
低
く
助
成
は

考
え
て
い
な
い
が
、
国
の
動
向
を

見
た
い
。

Ｑ
新
発
田
市
の
成
長
戦
略
を
ど
う
考
え
る
の
か

Ａ
「
食
の
循
環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が

最
善
の
戦
略

Ｑ
が
ん
検
診
の
促
進
強
化
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

Ａ
意
向
調
査
、
受
診
案
内
、

土
日
健
診
な
ど
を
実
施
中

五十公野地区整備中の様子 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 

教育委員長答弁 

猿によるニンジン被害 

市立図書館周辺 

国保紫雲寺診療所 

収納課相談窓口はこちらです 

市庁舎周辺 

駅前通り 

緊急告知FMラジオ 

新発田市建設業協会 

新発田城表門前の安兵衛像 

委員会の様子 

本会議での採決 

市立図書館周辺 

その他の質問：安心できる介護制度へ

推進計画＝概要版＝
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比企　広正

市の自殺防止対策について

問
い

政
府
は
、
例
年
３
月
の
自

殺
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月

間
」
と
定
め
、
自
殺
防
止
の
緊
急

対
策
を
実
施
し
た
。

昨
年
の
全
国
の
交
通
事
故
死
亡

者
は
４
９
１
４
人
で
、
57
年
ぶ
り

に
４
０
０
０
人
台
と
な
り
、
９
年

連
続
で
減
少
し
た
。

一
方
、
自
殺
者
は
、
平
成
10
年

か
ら
12
年
連
続
で
３
万
人
を
超

え
、
正
に
「
自
殺
戦
争
」
だ
。

自
殺
は
、
一
部
の
人
の
問
題
と

の
認
識
か
ら
、
行
政
の
対
応
も
難

し
か
っ
た
と
思
う
が
、
12
年
も
続

く
現
状
は
、
個
人
の
問
題
で
は
な

く
社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
問

題
だ
。
自
殺
の
多
く
は
「
避
け
る

こ
と
の
で
き
る
死
」
で
あ
る
。
早

急
な
対
応
が
必
要
。

市
の
過
去
12
年
間
の
自
殺
者
数

は
ど
の
く
ら
い
か
。

今
ま
で
の
対
応
と
今
後
の
取
り

組
み
方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
え

新
潟
県
の
自
殺
者
数
は
全
国

で
も
ワ
ー
ス
ト
10
位
以
内
を
推
移

し
、
市
も
自
殺
者
数
が
高
い
数
値
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
ま
で
の
過

去
12
年
間
で
、
市
の
自
殺
者
総
数

は
３
２
７
人
で
、
年
平
均
27
・
３
人

で
あ
る
。
男
性
が
女
性
の
２
・
２
倍

と
な
っ
て
お
り
、
40
歳
代
か
ら
60
歳

代
が
最
も
多
い
。

職
業
別
で
は
、
19
年
及
び
20
年
の

新
発
田
警
察
署
管
内
で
は
、
無
職
が

56
％
、
被
雇
用
者
・
勤
め
人
が
35
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

自
殺
の
原
因
・
動
機
で
は
、
健
康

問
題
が
45
％
、
経
済
・
生
活
問
題
が

29
％
、
不
詳
27
％
、
家
庭
問
題
12
％
、

勤
務
問
題
10
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

市
で
は
、
関
係
機
関
、
団
体
等
と

連
携
し
て
「
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ミ
ナ
ー
」

を
毎
年
開
催
し
、
こ
こ
ろ
の
健
康
や

精
神
保
健
福
祉
の
学
習
を
通
し
、
自

殺
予
防
の
普
及
啓
発
や
研
修
を
実
施

し
て
い
る
。
平
成
20
年
６
月
か
ら
国

保
紫
雲
寺
診
療
所
に
「
心
療
内
科
」

を
標
榜

ひ
ょ
う
ぼ
う

診
療
科
と
し
、
21
年
度
月
平

均
延
べ
32
人
の
患
者
の
診
療
に
あ
た

っ
た
。

今
年
度
は
よ
り
い
っ
そ
う
の
取
り

組
み
を
行
い
、
自
殺
予
防
対
策
の
充

実
を
図
り
た
い
。

Ｑ
自
殺
の
多
く
は
「
避
け
る
こ
と
の
で
き
る
死
」

早
急
な
対
応
が
必
要
と
思
う
が

加藤　和雄

市が行う滞納整理ついて

国民健康保険について

問
い

不
況
の
影
響
で
、
市
民
の

暮
ら
し
や
営
業
が
大
変
な
中
、
税

金
の
滞
納
で
、
家
の
差
し
押
え
、

年
金
・
給
与
の
振
込
日
に
預
金
金

額
の
差
し
押
え
が
増
え
、
生
活
や

子
ど
も
の
学
費
支
払
い
に
困
っ
た

と
い
っ
た
相
談
が
あ
る
。

銀
行
預
金
・
給
与
の
差
し
押
え

処
分
は
、
慎
重
に
調
査
し
、
生
活

に
支
障
を
与
え
る
処
分
は
避
け
る

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
い
か
に
。

答
え

平
成
21
年
度
当
初
の
市
税

の
滞
納
者
数
は
４
７
４
０
人
、
滞

納
額
は
５
億
１
３
０
０
万
円
で
あ

る
。
生
活
困
窮
に
よ
る
理
由
が
最

も
多
い
。

差
し
押
え
で
は
、
第
三
者
の
権

利
阻
害
が
少
な
く
、
納
税
者
の
生

活
や
事
業
の
継
続
に
与
え
る
影
響

が
少
な
い
財
産
を
優
先
に
選
択
す

る
。
預
金
や
給
与
の
差
し
押
え
は
、

生
活
に
直
接
影
響
す
る
こ
と
か

ら
、
誠
実
な
意
思
が
見
ら
れ
な
い

な
ど
、
真
に
や
む
を
得
な
い
と
判

断
し
た
場
合
に
限
り
執
行
し
、
特

に
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
。

問
い

①
国
保
税
の
滞
納
実
態
と

滞
納
理
由
は
。
②
資
格
証
明
書
発

行
（
保
険
証
取
り
上
げ
）
世
帯
へ

の
対
応
は
。
③
高
校
生
で
資
格
証

が
発
行
さ
れ
て
い
る
人
が
い
る
の

か
。
④
医
療
費
の
一
部
負
担
減
免

制
度
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
は
。

答
え

①
平
成
21
年
度
当
初
で
国

保
税
の
滞
納
者
数
２
１
８
０
人
、

滞
納
額
５
億
４
５
７
７
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
４
０
８
２
万
円
増
加

し
て
い
る
。
滞
納
理
由
は
、
生
活

困
難
が
主
な
も
の
。
②
資
格
証
明

書
は
、
納
税
で
き
な
い
特
別
な
事

情
が
な
い
場
合
や
納
税
相
談
に
応

じ
な
い
場
合
な
ど
に
や
む
を
得
ず

交
付
し
て
い
る
も
の
。
国
保
窓
口

で
、
医
療
費
一
時
払
い
が
困
難
と

の
申
し
出
の
場
合
、
特
別
の
事
情

が
あ
る
と
し
て
短
期
証
を
交
付
し

て
い
る
。
③
昨
年
９
月
は
17
人
だ

っ
た
が
、
２
月
１
日
で
は
６
世
帯

９
人
。
④
国
が
モ
デ
ル
事
業
を
実

施
し
、
22
年
度
運
用
に
向
け
基
準

を
示
す
予
定
。
動
向
を
見
据
え
検

討
し
た
い
。

Ｑ
税
金
徴
収
で
預
金
、
給
与
の
差
し
押
え
は
す
べ
き
で
な
い

Ａ
真
に
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り

慎
重
に
対
応
し
て
い
る

Ｑ
資
格
証
明
書
を
発
行
し
た
世
帯
に
対
す
る
対
応
は

Ａ
窓
口
相
談
で
特
別
な
事
情
が
あ
れ
ば

短
期
証
を
発
行

Ａ
「
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
や

紫
雲
寺
診
療
所
の
「
心
療
内
科
」
な
ど
で
対
応
し
て
い
る

その他の質問：高齢者や低所得者が安心して住める
住環境整備について

五十公野地区整備中の様子 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 

教育委員長答弁 

猿によるニンジン被害 

市立図書館周辺 

国保紫雲寺診療所 

収納課相談窓口はこちらです 

市庁舎周辺 

駅前通り 

緊急告知FMラジオ 

新発田市建設業協会 

新発田城表門前の安兵衛像 

委員会の様子 

本会議での採決 

国保紫雲寺診療所 

五十公野地区整備中の様子 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 

教育委員長答弁 

猿によるニンジン被害 

市立図書館周辺 

国保紫雲寺診療所 

収納課相談窓口はこちらです 

市庁舎周辺 

駅前通り 

緊急告知FMラジオ 

新発田市建設業協会 

新発田城表門前の安兵衛像 

委員会の様子 

本会議での採決 

収納課相談窓口はこちらです 
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青木　泰俊

土木建設業の今後

問
い

今
後
５
年
間
は
、
５
大

事
業
等
の
合
併
建
設
事
業
に
よ

り
公
共
事
業
は
確
保
さ
れ
る

が
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
大
幅

に
減
額
と
な
る
予
測
が
示
さ
れ

て
い
る
。

当
市
は
、
下
水
道
が
遅
れ
て

い
て
、
そ
の
工
事
が
今
後
も
長

く
継
続
す
る
の
で
他
市
よ
り
公

共
事
業
減
の
割
合
は
低
い
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
土
木
建

設
業
の
今
後
は
明
る
く
な
い
。

業
界
保
護
策
で
は
な
く
、
合

併
、
協
同
組
合
化
、
多
角
的
経

営
、
業
態
転
換
、
農
業
、
福
祉
、

環
境
、
観
光
等
の
分
野
へ
の
進

出
な
ど
、
先
進
自
治
体
で
は

早
々
に
取
り
組
ん
で
い
る
例
も

あ
る
。

業
界
支
援
と
い
う
観
点
で
な

く
、
真
の
産
業
振
興
、
地
域
振

興
と
い
う
観
点
で
、
市
の
今
後

の
指
導
方
針
を
問
う
。

答
え

昨
今
の
経
済
状
況
や
今

後
の
公
共
投
資
の
厳
し
い
見
通

し
の
中
、
市
内
各
業
界
で
は
危

機
感
の
高
ま
り
か
ら
、
協
同
組

合
な
ど
の
組
織
化
を
進
め
る
動

き
が
活
発
で
あ
る
。

災
害
時
対
応
な
ど
で
地
域
社

会
貢
献
を
行
う
た
め
、
業
種
を

超
え
て
「
新
発
田
地
区
防
災
協

議
会
」
を
組
織
し
、
地
元
中
小

企
業
者
自
ら
存
在
感
を
高
め
る

動
き
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
あ

る
が
、
建
設
業
者
に
お
い
て
は
、

業
界
再
編
や
多
角
経
営
化
な

ど
、
今
ま
で
に
な
い
対
策
が
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

国
や
県
も
地
方
の
中
小
建
設

業
者
の
農
業
分
野
へ
の
進
出
を

支
援
す
る
動
き
が
あ
る
。

市
も
個
々
の
事
業
者
や
業
界

団
体
が
、
柔
軟
な
対
応
や
連
携

に
よ
り
、
農
林
水
産
業
や
介
護

分
野
、
環
境
関
連
事
業
な
ど
担

い
手
が
不
足
す
る
業
種
や
成
長

が
見
込
ま
れ
る
分
野
へ
の
参
入

を
期
待
す
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
業
界
が
互
い
に
補
完
で
き

る
組
織
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
に
は
関
係
機
関
等
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
公
共
事
業
が
大
幅
に
減
る
と
見
込
ま
れ
る
が

産
業
・
地
域
振
興
の
面
で
ど
う
業
界
支
援
す
る
の
か

渋谷　恒介

新発田駅橋上化と市庁舎建設事業と
県立病院跡地利用と中心市街地活性
化との関連性について

問
い

新
発
田
駅
の
橋
上
化
、

新
庁
舎
建
設
、
県
立
病
院
跡
地

利
用
の
３
事
業
は
合
併
特
例
債

の
起
債
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
合
併
特
例
債
の
起
債
と

償
還
の
裏
づ
け
と
な
る
の
が
先

に
示
さ
れ
た
向
こ
う
10
年
間
の

財
政
計
画
で
あ
る
が
、
現
状
の

厳
し
い
経
済
状
況
や
雇
用
状
況

等
を
考
え
る
と
歳
入
不
足
に
陥

る
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
る
。

市
民
生
活
の
困
窮
度
や
市
内

企
業
の
疲
弊
を
考
え
る
と
合
併

特
例
債
バ
ブ
ル
と
で
も
い
う
べ

き
箱
物
建
設
は
、
シ
ビ
ア
に
優

先
順
位
を
付
け
、
そ
の
上
で
事

業
統
合
や
事
業
縮
小
を
図
り
、

起
債
の
縮
減
に
努
め
る
べ
き
と

考
え
る
。

こ
の
こ
と
こ
そ
、
市
長
の

「
入
り
を
は
か
り
て
、
出
る
を

な
す
」
「
歳
入
な
く
し
て
、
歳

出
な
し
」
と
い
う
行
政
運
営
の

大
原
則
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

答
え

駅
の
橋
上
化
、
新
庁
舎

建
設
、
病
院
跡
地
整
備
の
各
事

業
を
行
う
た
め
に
は
、
合
併
特

例
債
は
、
そ
の
償
還
金
額
の
７

割
を
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
も

の
で
、
市
の
財
源
と
し
て
極
め

て
有
効
か
つ
効
果
的
な
財
源
で

あ
り
、
事
業
実
施
に
活
用
し
て

い
き
た
い
。

「
孫
子
に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
」

こ
と
を
基
本
に
、
将
来
の
起
債

償
還
の
推
移
を
見
守
り
な
が

ら
、
借
入
す
る
こ
と
が
重
要
。

財
政
計
画
を
見
直
し
、
こ
れ

に
沿
っ
て
各
年
度
の
財
源
状
況

を
加
味
し
、
予
算
編
成
及
び
事

業
執
行
に
努
め
る
。

事
業
統
合
に
よ
る
起
債
縮
減

の
提
案
に
は
、
い
ろ
い
ろ
意
見

も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立

し
た
事
業
で
あ
り
、
事
業
統
合

は
で
き
な
い
。
事
業
の
優
先
順

位
は
、
ま
ず
駅
の
橋
上
化
と
新

庁
舎
建
設
、
次
に
病
院
跡
地
整

備
で
あ
る
。
駅
の
橋
上
化
と
新

庁
舎
建
設
は
、
と
も
に
大
切
な

事
業
で
あ
り
、
両
方
が
実
施
で

き
る
よ
う
努
め
た
い
。

Ｑ
新
発
田
駅
橋
上
化
事
業
は
事
業
統
合
や

事
業
縮
小
を
図
り
起
債
の
縮
減
に
努
め
る
べ
き

Ａ
業
界
再
編
や
多
角
経
営
化
が
必
要
。

業
界
が
互
い
に
補
完
で
き
る
よ
う
模
索

Ａ
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
事
業
で
あ
り
統
合
で
き
な
い
。

孫
子
に
ツ
ケ
を
残
さ
ず
に
事
業
し
た
い

その他の質問：審議会等の公開非公開その他の質問：合併特例債の起債について

五十公野地区整備中の様子 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 

教育委員長答弁 

猿によるニンジン被害 

市立図書館周辺 

国保紫雲寺診療所 

収納課相談窓口はこちらです 

市庁舎周辺 

駅前通り 

緊急告知FMラジオ 

新発田市建設業協会 

新発田城表門前の安兵衛像 

委員会の様子 

本会議での採決 

新発田市建設業協会 

五十公野地区整備中の様子 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 

教育委員長答弁 

猿によるニンジン被害 

市立図書館周辺 

国保紫雲寺診療所 

収納課相談窓口はこちらです 

市庁舎周辺 

駅前通り 

緊急告知FMラジオ 

新発田市建設業協会 

新発田城表門前の安兵衛像 

委員会の様子 

本会議での採決 

市庁舎周辺 
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長谷川　健吉

駅周辺の開発と旧ジャスコ跡地の
活用について

問
い

新
発
田
の
顔
で
あ
る
駅

と
、
そ
の
周
辺
は
、
県
立
病
院

が
開
院
し
、
駅
前
区
画
整
理
事

業
も
終
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、
循
環
バ
ス
等
の
乗
り
合
わ

せ
場
と
し
て
、
公
共
交
通
の
充

実
を
図
り
、
人
の
集
ま
る
き
れ

い
な
落
ち
着
い
た
街
へ
と
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

駅
前
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
や

活
性
化
促
進
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

ま
た
、
旧
ジ
ャ
ス
コ
跡
地
の

市
有
地
に
つ
い
て
、
協
定
締
結

後
11
か
月
を
経
て
辞
退
届
が
提

出
さ
れ
、
売
買
不
成
立
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

そ
の
反
省
か
ら
早
急
な
利
活

用
を
図
る
べ
き
だ
が
、
そ
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
え

新
発
田
駅
周
辺
地
区

は
、
ま
ち
の
顔
で
あ
る
駅
を
中

心
に
、
魅
力
や
個
性
を
伝
え
る

場
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
ち
に

人
を
ひ
き
つ
け
る
た
め
の
重
要

な
エ
リ
ア
で
あ
り
、
城
に
続
く

歴
史
の
道
、
駅
前
か
ら
続
く
商

店
街
、
市
拠
点
施
設
に
続
く
結

節
点
で
も
あ
り
、
重
要
な
位
置

付
け
で
あ
る
。

健
康
と
医
療
、
観
光
等
の
情

報
発
信
、
地
場
産
に
よ
る
軽
飲

食
・
販
売
、
学
習
の
場
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
を
考
え
合
わ
せ

て
市
全
体
の
賑
わ
い
づ
く
り
に

結
び
付
く
よ
う
な
民
間
事
業
者

か
ら
の
駅
周
辺
地
区
へ
の
事
業

提
案
を
待
っ
て
い
る
。

市
有
地
で
あ
る
旧
ジ
ャ
ス
コ

跡
地
の
土
地
売
買
と
賑
わ
い
創

出
事
業
で
は
、
進
出
事
業
者
の

辞
退
と
い
う
結
果
に
は
反
省
し

て
い
る
。

当
該
用
地
は
、
駅
前
地
区
及

び
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出

に
大
変
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、

再
度
事
業
者
の
公
募
を
し
た

い
。
公
募
方
法
や
内
容
は
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
検
証
す
る
準
備
期
間

が
必
要
で
あ
り
、
周
辺
商
店
街

や
関
係
団
体
な
ど
に
よ
る
賑
わ

い
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
短
期

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
そ
れ
に
伴

う
駐
車
場
と
し
て
の
利
活
用
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
協
力
す
る

方
向
で
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

Ｑ

旧
ジ
ャ
ス
コ
跡
地
が
売
買
不
成
立
と
な
っ
た
が

駅
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

Ａ
市
全
体
の
賑
わ
い
に
つ
な
が
る
よ
う
な

民
間
か
ら
の
事
業
提
案
を
待
っ
て
い
る

五十公野地区整備中の様子 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 

教育委員長答弁 

猿によるニンジン被害 

市立図書館周辺 

国保紫雲寺診療所 

収納課相談窓口はこちらです 

市庁舎周辺 

駅前通り 

緊急告知FMラジオ 

新発田市建設業協会 

新発田城表門前の安兵衛像 

委員会の様子 

本会議での採決 

駅前通り 
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労働者派遣法の早期抜本改正を
求める意見書

冷酷・非常な派遣切りや雇用破壊に、国民の怒りが
広がっている。派遣労働者と国民の切実な願いを受け
止め、労働者派遣法の抜本改正を早急に実現すべき。
また、改正に際しては、「常用雇用の代替にしてはな
らない」という原則に立ち戻るべき。雇用破壊をなく
し、「貧困と格差」を解消するよう意見書を提出する。

（提出先） 内閣総理大臣　　厚生労働大臣

最低賃金法の抜本改正と安定雇用の創出、
中小企業支援策の拡充・拡大を

求める意見書

最低賃金を大幅に引き上げ、働く貧困層をなくし、
早急に日本経済を景気回復への道へと導くため、最低
賃金法の抜本改正、中小企業支援策の拡充、下請取引
適正化の制度改善、企業に対し労働者の雇用維持と安
定雇用の創出を求めるよう政府に意見書を提出する。

（提出先） 内閣総理大臣　　厚生労働大臣

農業農村整備事業予算の
確保を求める意見書

国から農業農村整備事業予算の大幅な減額が示さ
れ、ほ場整備事業などが大幅に遅延し、持続的に農業
を維持発展させるための各種取り組みに影響を及ぼす
ことが懸念される。農業現場の実情を踏まえ、食料自
給率の向上や農業農村に与える影響を十分に考慮し、
同事業の予算を確保するよう強く要望する。

（提出先） 内閣総理大臣　　財務大臣
（ 農林水産大臣

「ヒロシマ・ナガサキ議定書」のNPT再検討
会議での採択に向けた取り組みを

求める意見書

「核兵器のない世界」に向け、本市を含め世界の
3680都市が加盟する平和市長会議が2020年までに核
兵器を廃絶するための具体的な道筋を示した「ヒロシ
マ・ナガサキ議定書」の趣旨に、国会及び政府は賛同
し、2010年のNPT再検討会議に、同議定書の採択を
各国政府に働きかけるよう要望する。

（提出先） 衆議院議長　　　参議院議長
（ 内閣総理大臣　　総務大臣　　外務大臣　

350万人のウイルス性肝炎患者の
救済に関する意見書

Ｂ型・Ｃ型肝炎感染の経緯を踏まえ、国の責任が明
記され、すべての肝炎患者を救済することを定めた肝
炎対策基本法が、平成21年11月に制定された。
しかし、基本指針や必要な個別法、予算措置がなけ

れば患者救済は進まない。国会及び政府は、患者救済
のため、速やかに必要な措置を行うよう強く要望する。

（提出先） 衆議院議長　　　参議院議長
（ 内閣総理大臣　　法務大臣　　財務大臣　　
（ 厚生労働大臣　　総務大臣
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───────●22年度一般会計予算審査状況●──────
平成22年度一般会計予算議案は、15人で構成する一般会計予算審査特別委員会を設置し、第３セクター関

係の参考人意見陳述を含め５日間にわたり審査しました。
委員会では、採決の結果、賛成多数で可決すべきものと決まりました。本会議最終日において、賛成・反

対の討論が行われ、賛成多数で可決されました。（※ 以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

Ｑ
　
公
共
施
設
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
は
。

Ａ

公
共
施
設
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ
ム
は
、

新
発
田
市
で
準
備
中
だ
が
、
細
部
に
つ
い
て
最
終

調
整
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

Ｑ
　
補
助
金
打
ち
切
り
後
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
。

Ａ

平
成
22
年
度
で
補
助
金
が
切
れ
る
に
あ
た
っ
て

は
、
当
面
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
積
み
立
て
を
す
る
。

22
年
度
は
３
０
０
万
円
を
積
み
立
て
る
予
定
で
、

合
わ
せ
る
と
８
０
０
０
万
円
の
積
立
額
と
な
る
。

し
か
し
、
長
い
目
で
先
を
見
れ
ば
行
き
詰
ま
る

と
思
わ
れ
る
。

Ｑ
　
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
販
売
状
況
は
。

Ａ

21
年
度
は
、
新
発

田
市
に
緊
急
告
知
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
を
購
入
し

て
も
ら
い
、
ま
た
、

各
自
治
会
や
市
民
に

も
販
売
し
て
き
た
。

22
年
度
も
新
発
田

市
、
自
治
会
及
び
市

民
等
に
販
売
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ
　
集
客
力
が
減
っ
て
い
る
原
因
は
。

Ａ

近
隣
に
類
似
施
設
が
多
く
で
き
、
厳
し
い
経
営

状
況
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
年
度
は
17
万
人
台
を

回
復
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

引
き
続
き
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い
、

誘
客
に
努
力
し
た
い
。

(

株)

紫
雲
寺
記
念
館

(

株)

エ
フ
エ
ム
し
ば
た

(

財)

新
発
田
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(

財)

新
発
田
市
ま
ち
づ
く
り
振
興
公
社

Ｑ

平
成
26
年
度
新
庁
舎
完
成
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
予
算
化
に
つ
い
て
。

Ａ

庁
舎
建
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
現
在
調

整
中
だ
が
、
22
年
度
は
市
民
を
対
象
に
新

庁
舎
建
設
構
想
等
策
定
委
員
を
公
募
し
、

基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
つ
く
り
、
同
時

に
市
庁
舎
周
辺
の
一
体
化
を
図
る
た
め
図

書
館
裏
民
有
地
を
買
収
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
だ
、
測
量
・
鑑
定
評
価
を
し
て

い
な
い
が
、
今
後
買
収
に
関
し
て
動
き
が

あ
れ
ば
補
正
予
算
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ

国
際
交
流
等
は
ど
の
程
度
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
か
。

ま
た
、
堀
部
安
兵
衛
を
核
と
し
て
赤
穂

市
と
の
友
好
を
深
め
、
新
発
田
の
観
光
に

つ
な
げ
ら
れ
な
い
か
。

Ａ

地
方
自
治
体
ま
た
は
民
間
同
士
の
交
流

に
よ
っ
て
国
を
超
え
た
交
流
を
図
ら
れ
る

こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
。
継
続
し
て
事

業
を
進
め
た
い
。

堀
部
安
兵
衛
は
新
発
田
市
の
大
切
な
宝

だ
と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で
は
継
続
的
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

観
光
関
連

市
庁
舎
建
設
関
連

Ｑ

平
成
12
年
に
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
な
ど
が
策

定
さ
れ
た
が
、
現
在
、
そ
の
当
時
の
計
画

に
沿
っ
た
整
備
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
の
総
合
計
画

の
考
え
方
は
揺
る
ぎ
な
く
進
め
て
き
て
い

る
。
駅
の
橋
上
化
も
前
の
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
た
だ
、

優
先
度
は
全
体
の
予
算
と
重
点
的
な
計
画

の
中
で
考
慮
さ
れ
、
優
先
順
位
は
変
わ
る

部
分
も
あ
る
。

Ｑ

電
子
入
札
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
が
、

入
札
者
に
対
し
て
問
題
は
あ
る
の
か
。
入

札
要
件
に
関
し
て
他
部
署
と
の
連
携
は
。

Ａ

電
子
入
札
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

電
子
入
札
上
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応

は
、
試
行
前
に
建
設
業
者
等
関
係
業
者
に

２
回
ほ
ど
説
明
会
を
開
催
し
、
窓
口
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
常
時
設
置
し
、
業
者
か
ら
の

相
談
に
も
対
応
し
て
い
る
。

入
札
要
件
は
重
要
で
あ
る
た
め
、
事
業

担
当
課
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
て
い

き
た
い
。

Ｑ

投
票
所
の
立
会
人
、
投
票
管
理
者
を
、

投
票
所
設
置
の
地
域
の
区
長
が
選
ん
で
い

る
が
、
非
常
に
苦
労
し
て
い
る
と
聞
く
。

選
挙
管
理
委
員
会
が
指
名
で
き
な
い
か
。

Ａ

以
前
は
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
指
名
し

て
い
た
が
、
断
ら
れ
る
方
が
非
常
に
多
く
、

現
在
の
形
に
な
っ
た
。
今
後
も
自
治
会
長

等
か
ら
の
推
薦
と
い
う
こ
と
で
行
っ
て
い

き
た
い
。

選
挙
関
連

入
札
関
連

総
合
計
画
関
連

総
務
関
係

第
三
セ
ク
タ
ー
関
係

五十公野地区整備中の様子 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 

教育委員長答弁 

猿によるニンジン被害 

市立図書館周辺 

国保紫雲寺診療所 

収納課相談窓口はこちらです 

市庁舎周辺 

駅前通り 

緊急告知FMラジオ 

新発田市建設業協会 

新発田城表門前の安兵衛像 

委員会の様子 

本会議での採決 

緊急告知FMラジオ 

五十公野地区整備中の様子 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 

教育委員長答弁 

猿によるニンジン被害 

市立図書館周辺 

国保紫雲寺診療所 

収納課相談窓口はこちらです 

市庁舎周辺 

駅前通り 

緊急告知FMラジオ 

新発田市建設業協会 

新発田城表門前の安兵衛像 

委員会の様子 

本会議での採決 

新発田城表門前の安兵衛像 
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Ｑ

ニ
ホ
ン
ザ
ル
対
策
は
追
い
払
い
だ
け
な

の
か
。
捕
獲
、
減
頭
に
至
っ
て
い
な
い
が
、

事
業
内
容
の
見
直
し
は
。

Ａ

市
内
に
は
17
群
れ
、
８
１
０
頭
ほ
ど
生

息
し
て
い
る
。
農
林
水
産
課
か
ら
環
境
衛

生
課
に
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
許
可
申
請
が
提

出
さ
れ
、
捕
獲
を
許
可
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
捕
獲
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。

県
が
作
成
し
た
下
越
地
域
ニ
ホ
ン
ザ
ル

保
護
管
理
計
画
に
基
づ
い
て
、
ニ
ホ
ン
ザ

ル
の
適
切
な
保
護
管
理
を
行
い
、
猟
友
会

へ
捕
獲
等
の
委
託
を
行
っ
て
い
る
。
22
年

度
に
つ
い
て
は
２
５
０
か
ら
３
０
０
頭
程

度
の
捕
獲
が
で
き
る
よ
う
に
県
と
協
議
し

じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
調
整
し
た
い
。

Ｑ

図
書
館
事
業
で
毎
年
図
書
を
購
入
し
て

い
る
が
、
古
書
の
処
分
・
保
管
は
。

中
心
市
街
地
の
関
係
で
市
役
所
庁
舎
建

設
事
業
が
待
ち
受
け
て
い
る
が
、
図
書
館

は
今
の
場
所
で
い
い
の
か
。

Ａ

図
書
館
は
狭
く
感
じ
て
い
る
。
ほ
と
ん

ど
蔵
書
す
る
場
所
が
な
い
と
い
う
の
が
課

題
で
あ
る
が
、
今
、
鋭
意
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

基
本
的
に
古
書
に
関
し
て
は
処
分
せ
ず

保
管
し
て
い
る
。
雑
誌
に
つ
い
て
は
２
年

間
保
存
し
た
後
に
捨
て
て
い
る
。

今
回
の
庁
舎
建
設
の
関
係
も
あ
る
が
、

図
書
館
を
別
に
建
て
る
と
い
う
話
ま
で
は

至
っ
て
い
な
い
。

図
書
館
関
連

ニ
ホ
ン
ザ
ル
関
連

Ｑ

非
常
備
消
防
活
動
運
営
事
業
の
消
防
団
員

の
福
利
厚
生
の
充
実
及
び
報
酬
、
費
用
弁
償

の
平
準
化
と
消
防
団
の
活
性
化
は
。

Ａ

消
防
団
の
再
編
成
が
平
成
21
年
度
で
完

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
消
防
団
の
報
酬
に

つ
い
て
は
県
内
20
市
、
あ
る
い
は
近
隣
の

市
・
町
等
の
状
況
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
、
報
酬
は
20
・
５
％
、

費
用
弁
償
に
つ
い
て
は
16
・
７
％
の
増
額

改
定
を
行
っ
た
。

平
成
９
年
度
と
平
成
11
年
度
に
改
定
し

て
以
来
ず
っ
と
据
え
置
い
て
き
た
が
、
今

回
の
改
定
で
県
内
の
消
防
団
と
も
平
準
化

が
図
ら
れ
る
。

Ｑ

食
の
循
環
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
新
規
で
予
定
さ
れ
て
い
る
も
っ

た
い
な
い
事
業
と
は
。

Ａ

生
ご
み
の
削
減
・
減
量
化
事
業
の
一
環

と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
チ
ラ
シ
、
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
っ
た
い
な
い

と
い
う
意
識
を
家
庭
あ
る
い
は
飲
食
店
で

啓
発
す
る
事
業
と
、
家
庭
で
の
食
べ
残
し

を
減
ら
し
、
飲
食
店
で
は
残
さ
な
い
、
あ

る
い
は
残
っ
た
料
理
を
持
ち
帰
る
こ
と
な

ど
を
奨
励
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ

豊
浦
地
区
に
あ
る
ご
み
焼
却
場
、ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
運
転
は
順
調
か
。
ま
た
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
は
し
て
い
る
か
。

Ａ

焼
却
場
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て

は
新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
の
施
設
で

あ
る
が
、
年
に
１
回
測
定
し
、
公
害
防
止

連
絡
協
議
会
に
報
告
し
て
い
る
。

ご
み
関
連

食
の
循
環
関
連

消
防
関
連

社
会
文
教
関
係

Ｑ 都市計画道路の見直しはどの辺をやるのか。文化会
館と図書館裏駐車場脇の計画道路はどうなるか。
Ａ 都市計画道路の見直しは、基本的に廃止も含めてす
べて行いたい。
図書館裏に都市計画道路が１本あり、庁舎建設の場
所等として話題になることもあるが、それ以前に都市
計画道路としてここを整備する必要があるかどうかな
ど市民にアンケート等をとりながら見直したい。

Ｑ 道路側溝の支援費が計上されているが、まちなかも
高齢化してきている。バキュームで吸い取るなどの支
援は可能か。
Ａ 現在、補助制度で対応しているが、高齢化社会を迎
え地域で共同して作業することが難しくなってきた。
地域からの補助要望が多かったため平成21年度は150
万円ほど補正したが、財政的に厳しく、また単にバキ
ュームで吸い取るのは簡単だが、協働のまちづくりの
観点から別な問題もあると考える。今後検討したい。

Ｑ　新発田駅の概略設計について聞きたい。
Ａ 現在、JRと新発田市で自由通路や駅の形について
大まかに合意した図面があるが、22年度はこの図面
を基にもう少し詳細に図面を仕上げる予定であり、間
取りや規模もある程度決まってくると考えている。

新発田駅周辺整備関連

生活排水関連

都市計画関連

Ｑ 市島邸活用基本計画ということで、早稲田大学との
交流について市長も交流を深め、市島邸を活かしてい
きたいと言っていたが、今年の交流は。
Ａ 昨年はコーラス合唱団に来てもらったが、今年度は
市島春城生誕150周年ということで特別展を開催する
こととしている。併せて、早稲田大学から胸像を２体
つくり、１体を当市に寄附したいと申し出があったの
で市島邸に設置したい。

Ｑ 松塚漁港は平成24年開港予定だが、100％完成する
のか。また、開港後の直売所等の具体策は。
Ａ 平成24年度には開港するが、漁港ができて終わり
ではなくそこからが始まりである。地元で揚がったも
のを地元で活用してもらいたい。
毎年１回さかなまつり的なものをやり、松塚漁港の

海産物のすばらしさをあらゆる場面でＰＲしたい。

Ｑ 農畜産物加工品マッチング事業の予算が去年より増
額し、拡充したが、具体的な内容は。
Ａ 雇用したアドバイザーが関東圏の大手スーパーと話
をつけた後に売り込みに行ったり、三ツ星レストラン
などに新発田市の農産物を紹介するためのパンフレッ
ト的なものを作成したりするものである。

農業関連

水産業関連

人的交流関連

建設関係 産業経済関係
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Ｑ

土
地
基
盤
整
備
事
業
の
予
算
が
対
前
年
比
36
・
９
％
し

か
な
い
が
、
こ
れ
を
市
長
が
ど
う
受
け
止
め
、
今
後
国
等

に
ど
の
よ
う
に
要
望
し
て
い
く
の
か
。

Ａ

政
権
交
代
に
よ
り
、
戸
別
所
得
補
償
に
シ
フ
ト
し
た
結

果
だ
と
思
う
。
た
だ
、
国
の
制
度
設
計
で
あ
り
、
23
年
度

以
降
は
見
当
が
つ
か
な
い
話
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
要
望
活
動
、
陳
情
活
動
は
続
け
て

い
き
た
い
。
農
業
農
村
の
振
興
の
考
え
は
一
貫
し
て
持
っ

て
い
る
。

Ｑ

合
併
特
例
債
の
期
限
、
平
成
27
年
度
が
終
わ
る
と
地
方

交
付
税
を
旧
４
市
町
村
ご
と
に
計
算
し
て
い
た
も
の
が
新

発
田
市
一
本
と
な
り
、
返
済
が
難
し
く
な
る
。
当
初
の
財

政
計
画
は
、
合
併
特
例
債
を
起
債
で
き
る
合
併
後
10
年
の

期
間
の
う
ち
、
そ
の
前
半
で
起
債
し
て
い
く
仕
組
み
に
な

っ
て
い
た
。

し
か
し
、
重
要
政
策
課
題
が
出
て
き
て
そ
の
後
半
に
も

合
併
特
例
債
を
使
う
こ
と
に
な
っ
た
。
将
来
、
地
方
交
付

税
が
減
っ
た
時
点
で
財
政
が
困
ら
な
い
か
。

Ａ

合
併
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
痛

み
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
国
が
補
償
す
る
と
い
う

こ
と
で
合
併
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
補
償
さ
れ
な
い
と

な
れ
ば
根
本
的
な
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
い
い
は
ず
が
な
い
。

地
方
交
付
税
の
合
併
特
例
に
よ
る
激
変
緩
和
は
平
成
32

年
度
ま
で
で
33
年
度
以
降
も
同
水
準
で
推
移
す
る
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
33
年
度
以
降
に
財
政
を
圧
迫
す
る
要
因
は

な
く
財
政
運
営
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
可
能
で
あ
り
、
基
金
残
高

財
政
計
画
に
つ
い
て

土
地
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

を
維
持
し
、
ロ
ー
リ
ン
グ
し
な
が
ら
計
画
を
立
て
、
孫
子

に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
予
算
だ
と
私
は
自
負
し
て
い
る
。

Ｑ

空
き
店
舗
で
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
降
り
て
い
る
が
、
こ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
ア
ー
ト
と
し
て
絵
を
描
い
て
も
ら
う
方
々

と
相
談
し
た
い
と
い
う
団
体
が
あ
る
。
民
間
活
力
と
は
い

え
行
政
等
の
力
も
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
相
談
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

Ａ

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
絵
を
描
く
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
各

個
店
の
方
々
の
許
可
が
必
要
。
細
野
稔
人
先
生
か
ら
は
、

ま
ち
か
ど
ア
ー
ト
、
美
術
館
の
な
い
美
術
館
の
ま
ち
な
ど

を
提
案
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
、
歴
史
の
ま
ち
に
つ
な

が
っ
た
。
今
後
も
歴
史
の
道
、
ア
ー
ト
の
道
と
し
て
作
り

上
げ
て
い
く
た
め
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
・
ア
ー
ト
の
提
案
は
提

案
と
し
て
聞
い
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
若
手
経
営
者
の

「
し
ば
た
二
世
会
」
に
こ
の
件
を
話
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

今
の
学
校
の
教
育
課
題
で
、
あ
ま
り
に
も
総
合
学
習
あ

る
い
は
ゆ
と
り
教
育
の
名
の
も
と
で
情
操
教
育
に
重
点
が

置
か
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
結
果
、
教
育
現
場

で
は
教
師
が
親
代
わ
り
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
本
来
行
う

べ
き
子
供
た
ち
の
基
礎
学
力
に
対
す
る
教
師
の
役
割
・
指

導
が
あ
ま
り
に
も
希
薄
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

基
礎
学
力
の
向
上
に
も
っ
と
シ
フ
ト
し
た
新
発
田
独
自

の
教
育
体
系
を
作
り
上
げ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ

３
月
15
日
号
の
教
育
広
報
に
よ
る
と
、
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
と
し
て
、
小
学
校
で
は
全
国
平
均
よ
り
２
〜
３
ポ
イ

ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。
中
学
校
で
は
全
国
平
均
よ
り
若
干

学
校
教
育
に
つ
い
て

空
き
店
舗
に
つ
い
て

下
回
っ
て
い
る
が
、
数
年
前
の
デ
ー
タ
よ
り
向
上
し
て
お

り
、
基
礎
学
力
の
低
下
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
教
育
指
針
に
も
あ
る
よ
う
に
学
校
の
本
分
は
読

み
、
書
き
、
そ
ろ
ば
ん
で
あ
る
の
は
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、

こ
れ
は
第
一
優
先
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
学
力
向
上
の

た
め
に
は
人
間
力
を
高
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た

め
に
も
情
操
教
育
は
必
要
で
あ
り
効
果
も
少
し
ず
つ
表
れ

て
き
て
い
る
。

学
力
テ
ス
ト
で
日
本
一
に
な
る
こ
と
だ
け
を
目
指
す
よ

う
な
詰
め
込
み
教
育
は
や
め
、
世
の
中
に
通
用
す
る
人
間

を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
人
づ
く
り
が
一
番
大

事
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
力
は
平
均
よ
り
も
、
小
中

合
わ
せ
少
し
上
で
あ
る
か
ら
、
一
番
で
は
な
く
、
も
っ
と

生
き
る
力
を
、
周
囲
を
挙
げ
て
応
援
し
よ
う
と
取
り
組
ん

で
い
る
。

市
長
へ
の
総
括
質
疑

※
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
予
算
審
査
（
20
〜
21
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
内

容
を
踏
ま
え
、
市
長
に
対
し
て
総
括
的
な
質
疑
を
お
こ
な
っ
た
も
の

一般会計予算審査特別委員会

◎

入
倉
　
直
作

○

渋
谷
　
恒
介

巌
　
　
昭
夫

渋
木
　
武
衛

伊
藤
　
　
久

渋
谷
　
正
訓

宮
島
　
信
人

斎
藤
　
　
明

佐
藤
　
武
男

本
間
　
道
治

長
谷
川
健
吉

井
畑
　
隆
二

渡
部
　
良
一

加
藤
　
和
雄

高
橋
　
幸
子

◎ 委員長　○ 副委員長

五十公野地区整備中の様子 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 

教育委員長答弁 

猿によるニンジン被害 

市立図書館周辺 

国保紫雲寺診療所 

収納課相談窓口はこちらです 

市庁舎周辺 

駅前通り 

緊急告知FMラジオ 

新発田市建設業協会 

新発田城表門前の安兵衛像 

委員会の様子 

本会議での採決 

委員会の様子 
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公明党　高橋　幸子
予算で大きく伸びた要因は、子ども手当であり、
増額分10億3498万２千円を除くと、前年比1.9％
の増である。主な事業で、学校耐震化や子育てし
やすい環境づくり、命を守る健康管理、子宮頸が
ん・乳がん無料クーポン券発行の継続等は評価す
る。
県の小学校６年生まで子ども医療費助成に伴

い、市も拡充を。県営ほ場整備参画事業は遅延な
く推進を。雇用対策や企業支援策、一層の健全財
政を要望し賛成討論とする。

民主クラブ　青木　泰俊　
子ども手当と不況対策分を除けば、昨年同様の

予算と言える。今後５年間の５大事業が最大の課
題である。
学校耐震化のほかに、市庁舎と駅橋上化の計画

予算が入った。現状では財政的に可能と言えるが、
予断は許されず、財政が悪化すれば賛成した議会
としても議決責任が問われることになろう。
議会報告会も始まるので、市民への説明責任を

果たしつつ、財政状況を監視していきたい。本予
算に賛成する。

政和会　五十嵐　孝
政和会を代表して討論する。長引く不況で税収

が伸びず、政権交代による政策の変更がある中で
の予算編成は苦労したと思う。
予算は、学校の耐震化を最重要とし、市の顔、

玄関口である駅の橋上化や合併後の市民一体感の
醸成と庁舎分散による不便解消のため、市民統合
のシンボルである新庁舎建設に向け取り組み始め
る予算が盛られ、市発展の礎となるものとこの決
断を高く評価し賛成する。

新政会　宮島　信人
新年度予算案は、依然として低迷している経済

情勢の中、多様化する市民ニーズと市民満足度に
応えるため、厳選した事務事業の評価の下で、い
くつかの新規事業が盛り込まれていることなどを
高く評価し、新政会として賛成する。
将来の財政運営に気になる点もあり、適正、的

確に歳入確保を図り、経済的、効率的な予算執行
を期待する。真に市民の理解と協力を得られる共
創のまちづくりが出来るよう期待して賛成とす
る。

清友会　渋谷　正訓
新年度予算は、実態を踏まえた事業計画で、緊

急雇用対策、学校耐震化対策、給食調理場再編や
駅前等周辺整備事業関係、商工振興制度融資枠の
拡大等積極的な予算と評価する。待機児童解消を
はじめ、特別保育、延長保育等の努力は認めるが、
受入体制はふじゅうぶんであり早急な体制整備を
求める。また、公共施設の指定管理者制度は再考
を求める。
新政権により地方主権が強まることから、市民起
点を基本に強いリーダーシップの発揮を要望する。

discussion

日本共産党　宮村　幸男
合併後、誕生した県内18市町の当初建設費が見

直し後、平均15％減額された。本市のみ逆に
30％増額。それも後半に建設が集中するため、優
遇措置の切れる平成33年度以降にツケがまわる。
市長の言う重要施策の駅橋上化はバリアフリーの
みにとどめ、市庁舎も耐震化や機能強化は実施し、
費用は最低限に抑えるべきだ。また、国保の資格
証発行は、命にかかわることで止めるべきだ。老
若男女、だれもが住みやすい子どもの増える環境
を求めたい。

平成22年度当初予算について、会派としての賛
成・反対の意見を述べています。

五十公野地区整備中の様子 

市と胎内市を流れる見透川付近の農地 

教育委員長答弁 

猿によるニンジン被害 

市立図書館周辺 

国保紫雲寺診療所 

収納課相談窓口はこちらです 

市庁舎周辺 

駅前通り 

緊急告知FMラジオ 

新発田市建設業協会 

新発田城表門前の安兵衛像 

委員会の様子 

本会議での採決 本会議での採決 
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